
８2023年（令和5年）7月31日（月曜日）（第三種郵便物認可）

逢 葵

茜 穐。。。。。。。。。。。。

，，，，，，，，，，，，

。
。
。
。
。
。
。
。

，
，
，
，
，
，
，
，

第1342号

釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
▽
日
程
　
８
月
１
日
（
火
）

正
午

　
▽
場
所
　
道
東
経
済
セ
ン
タ

ー
ビ
ル 第

228
回
議
員
例
会
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根
釧
圏
（
シ
マ
フ
ク
ロ
圏
）
発
展
推
進
機
構
で
は
、
６
月
に
行
わ
れ
た
通
常
総
会
で
決

議
し
た
２
件
の
新
規
案
件
を
含
む
計

件
の
要
望
項
目
に
つ
い
て
、
懸
案
事
項
の
早
期
解

決
に
向
け
た
協
力
を
求
め
る
た
め
、
７
月

日
（
火
）
か
ら

日
（
木
）
の
３
日
間
で
札

幌
市
と
東
京
都
内
の
関
係
省
庁
を
訪
問
し
、
中
央
要
望
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地域の懸案事項解決に向け要望書を手交する

栗林会頭（左から２番目）ら

日に行った研修会

船から釧路港を見学する

女性会メンバー

　
当
所
で
は
、
今
年

月
に
開
始
す
る
消
費
税
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
セ
ミ
ナ
ー
を
８
月
２
日
（
水
）

午
後
２
時
か
ら
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催

し
ま
す
。
北
海
道
税
理
士
会
釧
路
支
部
の
税
理
士

が
、
制
度
の
概
要
や
実
務
対
応
な
ど
の
基
礎
に
つ

い
て
解
説
し
ま
す
。
ま
た
、
翌
日
３
日
（
木
）

時
か
ら
は
個
別
相
談
会
も
実
施
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
事
前
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
無
料
で
参
加
可
能
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
希
望
の
方
は
当
所
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
経
営

相
談
課
０
１
５
４
（

）
４
１
４
３
ま
で
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
へ
準
備
を

無
料
セ
ミ
ナ
ー
・
個
別
相
談
会

　
釧
路
た
の
・
う
ま
・
ベ
イ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
釧
路
ヒ
ア
ガ
ー

デ
ン
協
議
会
で
は
『
釧
路
ヒ
ア

ガ
ー
デ
ン
』
を
８
月

日
〜
９

月
９
日
（
日
曜
除
く
）
ま
で
開

催
す
る
。
本
事
業
は
今
年
で

回
目
。
昨
年
か
ら
リ
バ
ー
サ
イ

ド
の
景
観
演
出
や
食
・
観
光
コ

ン
テ
ン
ツ
の
造
成
に
よ
り
市
民

の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成
を

目
的
に
会
場
を
ぬ
さ
ま
い
広
場

に
移
し
実
施
し
て
い
る
。

　
会
場
は
立
ち
飲
み
バ
ル
形
式

で
、
午
後
５
時
〜
８
時
ま
で
営

業
。
市
内
飲
食
店
の
ブ
ー
ス
な

ど
も
出
店
す
る
。
今
年
は
観
光

ブ
ー
ス
の
設
置
や
会
場
周
辺
ホ

テ
ル
の
宿
泊
者
に
無
料
券
を
配

布
す
る
ほ
か
、
夕
日
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
が
会
場
横
の
釧
路
川
を
数

日
運
航
す
る
な
ど
コ
ラ
ボ
企
画

も
行
う
。

　
吉
田
勝
幸
実
行
委
員
長
（
当

所
青
年
部
会
長
）
は
「
色
々
な

人
と
の
交
流
を
通
じ
、
市
民
が

街
に
誇
り
を
持
ち
魅
力
を
発
信

す
る
好
循
環
を
生
み
た
い
」
と

期
待
を
込
め
た
。

　
本
日
か
ら
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト

２
０
０
０
円
（
額
面
２
２
０
０

円
分
）
を
栄
屋
酒
店
・
釧
路
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ

ル
・
当
所
で
販
売
す
る
。
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
の
出
店
者
も
募
集

中
。
詳
細
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

（
左
記
）
ま
た
は
当
所
０
１
５

４
（

）
４

１

４

１

ま

で
。

ヒアガーデンをＰ

Ｒする吉田実行委

員長（中央）ら

要望活動を行う栗林当所会頭（右）ら

　
当
所
女
性
会
の
７
月
例
会
が

日
（
火
）
午
前

時
よ
り
開

催
さ
れ
、

人
が
参
加
し
た
。

　
今
回
は
、
釧
路
港
の
役
割
と

重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
た
め
、
釧
路
開
発
建
設
部
が

実
施
し
て
い
る
出
前
講
座
を
利

用
し
釧
路
港
を
見
学
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
、
業
務
艇
『
た

ん
ち
ょ
う
』
に
乗
っ
て
西
港
区

の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
や
国
際
物
流
タ

ー
ミ
ナ
ル
な
ど
を
実
際
に
見
な

が
ら
釧
路
港
湾
事
務
所
の
担
当

者
か
ら
説
明
を
聞
き
、
釧
路
港

が
地
域
の
産
業
や
生
活
イ
ン
フ

ラ
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

　
ま
た
、
資
料
館
で
釧
路
港
の

概
要
や
歴
史
、
最
近
ブ
ル
ー
カ

ー
ボ
ン
の
取
り
組
み
と
し
て
も

注
目
さ
れ
て
い
る
島
防
波
堤
で

の
エ
コ
ポ
ー
ト
事
業
な
ど
に
つ

い
て
解
説
を
受
け
理
解
を
深
め

た
。
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北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会

（
＝
道
商
連
）
で
は
、
『
第

回
全
道
商
工
会
議
所
大
会
』
で

採
択
さ
れ
た
決
議
事
項
の
早
期

実
現
を
求
め
て
、

日
（
木
）
、

日
（
金
）
の
２
日
間
に
東
京

都
内
で
中
央
要
望
を
実
施
。

　
要
望
活
動
に
は
、
岩
田
圭
剛

道
商
連
会
頭
の
ほ
か
、
道
商
連

の
副
会
頭
で
あ
る
栗
林
定
正
当

所
会
頭
を
含
む
北
海
道
内
の
商

工
会
議
所
会
頭
ら
約

人
が
参

加
し
た
。

　

日
に
訪
問
し
た
財
務
省
、

国
土
交
通
省
北
海
道
局
、
観
光

庁
、
航
空
局
、
道
路
局
、
鉄
道
局
、

経
済
産
業
省
で
は
、
関
係
省
庁
の

幹
部
へ
全
道

商
工
会
議
所
会

頭
連
名
の
要
望
書
を
手
交
し
、
懸

案
事
項
の
早
期
解
決
を
求
め
た
。

　
ま
た
、

日
に
は
自
由
民
主

党
北
海
道
支
部
連
合
会
の
国
会

議
員
ら
と
懇
談
し
、
北
海
道
経

済
の
現
状
に
つ
い
て
意
見
交
換

や
要
望
を
行
っ
た
。

　
本
要
望
で
は
、
物
価
上
昇
に

よ
り
厳
し
さ
を
増
す
経
営
環
境

や
人
口
減
少
が
進
み
人
手
不
足

等
に
よ
る
地
域
活
力
の
低
下
を

背
景
に
、
ビ
ヨ
ン
ド
コ
ロ
ナ
に

向
け
長
期
的
な
視
点
で
北
海
道

を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

①
早
急
な
景
気
・
経
済
対
策
の

実
行
②
北
海
道
経
済
の
更
な
る

発
展
を
目
指
し
た
地
域
創
生
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
③
中
小

・
小
規
模
事
業
者
の
活
力
強
化

④
地
域
人
材
の
確
保
・
育
成
の

推
進
⑤
観
光
需
要
の
喚
起
並
び

に
受
入
体
制
の
整
備
促
進
⑥
道

内
空
港
の
利
活
用
促
進
並
び
に

整
備
促
進
⑦
鉄
路
の
維
持
並
び

に
機
能
強
化
⑧
高
規
格
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
完
成
⑨
交

通
・
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
促

進
並
び
に
国
土
強
靱
化
の
促
進

な
ど
大
き
く

項
目
に
つ
い
て

関
係
省
庁
へ
要
請
し
た
。

　
特
に
栗
林
会
頭
か
ら
は
、
北

海
道
新
幹
線
の
札
幌
延
伸
に
伴

う
並
行
在
来
線
『
函
館
―
長
万

部
』
間
の
維
持
・
存
続
お
よ
び

物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
に
よ

る
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手

不
足
へ
懸
念
を
示
し
対
応
を
強

く
求
め
た
。

　
当
機
構
は
、
根
室
・
釧
路
管

内
２
つ
の
商
工
会
議
所
と

の

商
工
会
で
構
成
さ
れ
、
両
圏
域

の
力
を
結
集
し
、
根
室
・
釧
路

圏
が
抱
え
る
懸
案
事
項
の
早
期

解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活

動
し
て
い
る
。

　
要
望
に
は
代
表
幹
事
の
山
田

康
志
根
室
会
頭
と
栗
林
定
正
当

所
会
頭
、
幹
事
の
根
室
管
内
商

工
会
連
合
会
の
上
原
芳
昭
会

長
、
釧
路
管
内
商
工
会
連
合
会

の
田
中
進
会
長
ら

人
が
参
加

し
た
。

　

日
に
行
っ
た
札
幌
要
望
で

は
、
北
海
道
庁
、
根
室
・
釧
路

地
域
選
出
の
道
議
会
議
員
、
国

土
交
通
省
北
海
道
開
発
局
、
経

済
産
業
省
北
海
道
経
済
産
業
局

を
訪
れ
た
。

　
ま
た
、

日
、

日
に
行
っ

た
東
京
要
望
で
は
、
鈴
木
貴
子

衆
議
院
議
員
、
伊
東
良
孝
衆
議

院
議
員
、
鈴
木
宗
男
参
議
院
議

員
、
国
土
交
通
省
北
海
道
局
、

同
省
港
湾
局
、
同
省
道
路
局
、

外
務
省
欧
州
局
、
農
林
水
産
省

水
産
庁
、
同
省
畜
産
局
、
内
閣

府
北
方
対
策
本
部
、
経
済
産
業

省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、
環
境

省
自
然
環
境
局
、
国
土
交
通
省

航
空
局
、
財
務
省
を
訪
問
し
、

要
望
書
を
手
交
。

　
今
回
は
、
新
規
項
目
の
『
道

立
広
域
公
園
の
建
設
早
期
実

現
』
と
『
北
方
墓
参
自
由
訪
問

な
ど
の
北
方
四
島
交
流
事
業
の

早
期
再
開
』
を
含
む
全

件
の

項
目
に
つ
い
て
関
係
省
庁
へ
要

請
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
根
室
・
釧
路
地
域
に

お
け
る
農
水
産
業
の
供
給
や
災

害
に
強
い
地
域
を
つ
く
る
た
め

に
安
全
で
安
定
し
た
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
確
保
が
必
要
な
こ

と
か
ら
、
重
点
要
望
と
し
て
『
阿

寒
〜
釧
路
西
Ｉ
Ｃ
間
の
確
実
な

事
業
の
実
施
』
、
『
尾
幌
糸
魚
沢

道
路
の
整
備
促
進
』
、
『
別
保

〜
尾
幌
間
の
計
画
段
階
評
価
の

調
査
促
進
』
の
３
区
間
を
挙
げ
、

根
室
・
釧
路
圏
域
が
抱
え
る
懸

案
事
項
の
早
期
解
決
に
向
け
て

実
情
を
訴
え
る
と
と
も
に
さ
ら

な
る
支
援
を
強
く
要
望
し
た
。

　
当
所
水
産
部
会
（
笹
谷
智
貴

部
会
長
）
で
は
、

日
（
水
）

道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
て

『
水
産
養
殖
の
高
度
化
に
向
け

て
の
取
り
組
み
』
を
テ
ー
マ
に

研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
当
部
会
で
は
今
年
度
、
水
産

都
市
釧
路
の
発
展
に
向
け
、
地

域
経
済
を
支
え
る
天
然
漁
業
に

加
え
『
養
殖
事
業
の
可
能
性
を

調
査
す
る
』
こ
と
を
重
点
事
項

に
掲
げ
、
魚
種
を
限
定
せ
ず
に

地
域
に
適
し
た
養
殖
の
可
能
性

に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い

る
。

　
冒
頭
、
笹
谷
部
会
長
が
「
物

価
高
騰
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

の
増
加
に
加
え
、
海
水
温
の
上

昇
や
魚
種
の
変
化
な
ど
対
応
を

迫
ら
れ
て
い
る
状
況
だ
が
、
釧

路
で
も
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
の

養
殖
実
証
実
験
が
始
ま
る
な
ど

着
実
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い

る
。
天
然
、
養
殖
が
と
も
に
地

域
を
支
え
る
水
産
都
市
釧
路
を

目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　
研
修
会
の
講
師
は
、
養
殖
場

高
度
化
推
進
研
究
セ
ン
タ
ー
長

を
務
め
て
い
る
大
阪
公
立
大
学

工
学
研
究
科
海
洋
シ
ス
テ
ム
工

学
分
野
の
二
瓶
泰
範
准
教
授

で
、
養
殖
に
関
す
る
先
端
的
な

技
術
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
二
瓶
氏
が
全
国
各
地

で
関
わ
っ
た
取
り
組
み
と
し

て
、
三
重
県
、
福
井
県
、
大
分

県
、
浜
中
町
な
ど
の
事
例
を
紹

介
し
「
共
通
し
て
い
る
の
は
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
に
向
き

合
い
、
共
通
の
目
的
に
向
か
っ

て
官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
点
」
と
解
説
し
た
。


